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本
市
で
は
現
在
、「
第
三
次
登
米

市
総
合
計
画
」の
策
定
に
向
け
て

取
り
組
み
を
進
め
て
お
り
、こ
ど

も
た
ち
が
地
域
を
愛
す
る
心
を
養

い
、ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
市
民

参
画
の
機
運
を
高
め
る
た
め
、絵

画
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
し
ま
す
。

10
年
後
の
登
米
市

の
ま
ち

市
内
の
学
校
に
通
う

小
中
学
生

在
学
す
る
学
校
を
通

じ
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い

優
れ
た
作
品
に
は
、令
和

７
年
４
月
に
予
定
し
て
い
る
市
制

施
行
20
周
年
記
念
式
典
で
賞
状
と

副
賞
を
贈
呈
し
ま
す入

賞
作
品
は
、第

三
次
登
米
市
総
合
計
画
の
冊
子
へ

の
掲
載
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す

　

本
年
度
か
ら
、こ
ど
も
を
望
む

夫
婦
が
早
期
に
検
査
を
受
け
、必

要
に
応
じ
て
適
切
な
治
療
を
開
始

で
き
る
よ
う
、「
不
妊
検
査
」お
よ

び「
不
妊
治
療
の
う
ち
自
己
負
担
と

な
っ
て
い
る
先
進
医
療
」を
受
け
た

場
合
に
、助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。

福
祉
事
務
所
子
育
て

支
援
課
、各
総
合
支
所
市
民
課

福
祉
事
務
所
子
育

て
支
援
課（
母
子
保
健
係
）
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ま
ち
づ
く
り
推
進

部
ま
ち
づ
く
り
推
進
課（
ま
ち
づ

く
り
推
進
係
）
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　令和６年10月（令和６年12月支払分）から、児童手当制度
を改正します。

次に該当する人は申請が必要です
➊高校生年代の子を養育し、児童手当を受給してい
ない人➋児童手当を受給中で、22歳に達する年度末
までの子を養育している人➌所得が所得上限限度額
以上のため、児童手当を受給していない人
※この他、状況により届出が必要な場合があります

申請書等に必要事項を記入の上、必要書
類を添付し、総合支所窓口へ提出してください

９月30日（月）
※制度改正や申請方法などの詳細は、７月中旬以降に
送付する案内または市公式ホームページを確認くだ
さい

福祉事務所
子育て支援課（児童福祉係）
☎ 0220（58）5562
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地
球
温
暖
化
防
止
に
向
け
た

２
０
５
０
年
ま
で
の
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
に
は
、一
人

一
人
が
二
酸
化
炭
素
排
出
量
削
減

の
取
り
組
み
を
積
み
重
ね
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
す
。市
で
は
、二
酸

化
炭
素
排
出
量
削
減
の
取
り
組
み

を
推
進
す
る「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
と
め
推
進
メ
ン
バ
ー
」を
募

集
し
ま
す
。登

米
市
民
、市
内
事
業

者

▼
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭

や
事
業
所
で
、C
O
２
家
計
簿
に

よ
る
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
見
え

る
化
、省
エ
ネ
な
ど
の
削
減
行
動
、

有
効
な
取
り
組
み
な
ど
の
情
報
共

有
を
実
施
▼
省
エ
ネ
な
ど
の
取
り

組
み
を
実
践
し
た
メ
ン
バ
ー
の
中

か
ら
抽
選
で
記
念
品
を
贈
呈
す
る

「
脱
炭
素
チ
ャ
レ
ン
ジ
」を
実
施

電
子
メ
ー
ル
で
、タ

イ
ト
ル
を「
メ
ン
バ
ー
登
録
」と
し

て
、
➊
個
人
・
事
業
者
の
別
➋
氏

名
・
事
業
所
名
お
よ
び
代
表
者
名

➌
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
➍
住
所
➎
電

話
番
号
を
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

登
録
は
随
時
受
け
付
け
ま
す

　　

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実

現
に
つ
い
て
、次
世
代
を
担
う
こ

ど
も
た
ち
の
関
心
と
理
解
を
深

め
て
い
く
た
め
、中
学
生
に
よ
る

ジ
ュ
ニ
ア
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
催

し
ま
す
。

　

当
日
は
、地
球
温
暖
化
の
未
来

へ
の
影
響
や
、こ
れ
か
ら
ど
の
よ

う
な
行
動
が
必
要
か
な
ど
に
つ
い

て
の
講
演
の
ほ
か
、市
内
各
中
学

校
の
代
表
生
徒
が
地
球
温
暖
化
に

つ
い
て
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
話
し
合

い
、そ
の
内
容
を
発
表
し
ま
す
。ぜ

ひ
、ご
来
場
く
だ
さ
い
。

８
月
10
日（
土
）午
後
２
時

中
田
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー（
多
目
的
ホ
ー
ル
）

▼
記
念
講
演「
地
球
温
暖

化
と
生
物
の
持
続
可
能
性
」講
師

＝
棟
方
有あ

り

宗む
ね

教
授（
宮
城
教
育
大

学
教
育
学
部
）▼
中
学
生
に
よ
る

グ
ル
ー
プ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

20
人（
申
込
先

着
順
）

７
月
22
日（
月
）

〜
８
月
７
日（
水
）電

話
ま
た
は
電

子
メ
ー
ル
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い

◉

市
民

生
活
部
環
境
課（
環
境
政
策
係
）
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死kankyo@
city.tom

e.m
iyagi.

jp


